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離灘
簸覊覊 靉::鼕 .饗 灘鼕縷

乗用車のデザインの特質とその歴史的 ・社会的背景

沼田 明

ガソリンで走る自動車が誕生してから約

100年経過 したが,今 では車は人々の生活

に欠かせないものになっている。車のデザ

インの変遷にもそれなりの背景と理由が存

在するが,今 回は196O年以前の欧米の状況

について各時代のNEEDSやSEEDSと デ

ザインの関係を考察した。

又,こ れ等の事柄を分析するベースとし

て乗用車という商品がどの様な特性を持っ

ており,そ れがデザインとどう係っている

かを考察した。

1,工 業製品としての乗用車の特質。

1)自 動車は内部空間を持つ動 く物体1

この事は使用される場や条件が多種多様

であり,耐 久性,耐 候性等をデザイン面で

も配慮 しなければならない事,色 々な背景

のもとでの動的なスタイリング評価を必要

とする事を意味している。又一般の人達が

操縦しなければならない機器であり,デ ザ

イナーも安全に対する配慮を充分にしなけ

ればならない。現在の車は可成 り高速で走

るので空気力学の諸特性や風騒音に対する

配慮も必要になっている。又,ボ リューム

という観点で見た場合は車は合理的ミニマ

ム空間志向と云う事が出来る。即ちデザイ

ナーは軽量化への配慮と共に空間の効率的

活用について追求する必要がある。

2)資 源を大量に使用する大型商品:

車は使用される場合も生産される場合も

多くの資源を消費しており,社 会に与えて

いるインパクトは極めて大きい。生産の観

点ではデザイナーは予定されている生産設

備やラインで製造可能なデザインを練 り上

げなければならない。消費者の立場で考え

れば空気抵抗が少 く燃費の良い車が望まし

い。又,リ サイクルや無公害という点にも

デザインは関係してお り,商 品計画 ・デザ

イン計画時点で方向付けをきちっとしてお

く事が大切である。

3)自 己投影の対象となり易い高額商品:

現在でも乗用車は住居に次 ぐ高額商品で

ある。その為今でも車がステイタスを表す

ケースは多い。また車は自分の手足となっ

て動いてくれるという分身的なフィーリン

グを持っており趣味性も高い。それ故デザ

インは車の購入選択時に高いウェートを占

める要素の一つとなっている。従って名声

のある車は顔を大切にしイメージの継承を

図っている。

2,考 察の為の時代区分と概況。

自動車のデザインを歴史的に論ずる場合

大きくは次の3段 階に分けて考察するのが

理解し易いと考える。

① 第一次世界大戦以前

(黎明期,基 本形が確立した時代)

② 第一次大戦～第二次大戦終了

(大衆化と多様化の時代)

③ 第二次大戦以降

(復興～成長期,社 会問題顕在化)

動力付の自動車(蒸 気車)は 産業革命の

先進国である英国で実用化されたが内燃機

関付の車では独仏が先駆者となっている。

英国では赤旗令の影響もあったものと考え

られる。1910年代迄に車のシルエ ットは粗
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方定 まっ た。車 の シルエ ッ トは大 き ぐ捉 え

れば1ボ ックスか ら2ボ ックス,3ボ ック

スへ と変化 して きた と云 え る。1910年 代後

半 か ら各 国 の事情 に よ り車 に対 す る考 え方

やデザ イ ンに欧米 の差 が現 れ る ように な っ

た。20世 紀 の第1・ 四半期 で米 国 は既 に車

社会 に入 ってお りアニ ュアル ・モ デル チ ェ

ンジ政 策が 定着 した 。欧州 でモ ー タ リゼ ー

シ ョンが大 き く進 展す るの は第 二次大 戦 以

降で ある。 この戦 後 の復興 期 に伊 のカ ロ ッ

ツ ェ リア のデザ イ ンが再 び注 目される よう

にな った。 自動 車の普 及 が進 み車 の数 が増

大 す る と共 に公 害問題,安 全 問題等 の諸 々

の社 会 問題 が顕在 化 し,こ れ等 の 問題 がデ

ザ イ ンと係 りを持つ ように なった 。

3.欧 州車 のデ ザイ ンの 変遷

1885年 頃仏独 で ガ ソ リン車が 登場 す る迄

は蒸気 車が 主流 であ り,機 器 の レイア ウ ト

も種 々雑多 で あ り座席 の配置 もバ ラエ テ ィ

に豊 んで い た。従 って これが この 頃の ス タ

イル の典型 で あ る とい う云 い方 は難 しい。

しか し概 念 的 にはHorselessCarriage型 デ

ザ イ ンと三 輪又 は四輪 自転車型 デ ザ イ ンに

大別 出来 る。 自転車 は 当時可成 り普 及 して

いた乗 物 で あ りプ リミテ ィブな機械 の 要素

を可成 り持 ってい るの で軽量 に作 る必 要の

あ ったガ ソ リ ン車で は大い に参考 に され た。

現 在 の車 の様 にエ ンジ ンをフ ロ ン トに置い

た 最 初 の車 は1891年 のPanhardetLevas・

sorで あ る と云 われ て い る。 これ以後 しだ

い に2ボ ックス ・ス タイル に収斂 して い っ

た。車 の外 郭 形状 はキ ャビ ン部分 の前 後位

置関係 と大 きさに よって大枠 規定 され るの

で ルー フ部 分 の考 え方 が車 のデザ イ ンの変

遷 に も大 き く関係 して い る。

1920年 代 はモ ー タ リゼ ーシ ョンが進 み車

も多 様化 した時代 で ある。1930年 代 は恐慌

の影 響下 にあ り経 済 的な車 が志 向 され空力

へ の関心 が高 まった 。そ して30年 代後 半 に

はフ ァース トバ ック風 ス タイ ルが流行 した。

又 この 頃か ら アール デ コ的な ス タイル表現

が登 場 した。1940年 代前 半 は大 戦下 にあ り

停 滞 状 態 に あ った が40年 代 後 半 に はVW

等 の大 衆車 が 本 格 的 に生 産 され る よ うに

な った。1950年 代 になる と次 々 と新 しい モ

デ ルが生 産 され る ように な った。

4.米 国の状 況

自動車 の デザ イ ンに関 して米 国で 注 目す

べ き事項 は大 量生 産 方式 とモ デル チ ェンジ

政 策 の導 入で あろ う。移動 式組 立 ライ ンは

1910年Chryslerに よって 始 め られ たが,

1913年Fordに よ って本格 的 に採用 され た。

又,人 手 の少 い米 国 で は部 品 の規格化 へ の

着 手 も早 か った(1910年SAE規 格 委 員会

発 足)。 車 の大 衆 化が 進 みT型 フ ォー ドが

巷 にあふ れ る とT型 は 陳腐化 して い った。

GMは このサ ー キ ュ レー トした市 場 に対応

す るため付加 価値 の 高い全 天候 型 の クロー

ズ ド ・キ ャ ビ ンの 比 率 を高 め る と共 に,

1923年 に アニ ュア ル ・モ デ ルチ ェ ンジ政 策

を打 出 した 。 そ して1926年 にArtandCol-

or部 門 を設 置 した。1930年 代 に入 る と米

国でも空力スタイルが流行 した。第2次 大

戦 中は乗用車 の生産 は殆 ん どなか ったが戦

後 速 か に回復 し新 しい ス タイルの追 求が始

まっ た。 この 頃 の デ ザ イ ンは フ ァー ス ト

バ ックか ら3ボ ックス ・ス タイル に近づ い

て きてお り,1950年 代 に入 る と3ボ ックス

が主流 とな った。 そ して 次第 に 「よ り低 く,

よ り長 く」 の方 向 をた ど ってい った。

ぬまた・あきら マッダ株式会社
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